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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
 高レベル放射性廃棄物処分地選定における参加者の問題認識に沿った議論の場の構築                                        
                                         
                                         
 







題を明らかにすることを目的としたものである。なお、本論文は 6章で構成している。                                                                               
 第１章では、本論文の背景として、原子力発電を取り巻く状況、HLW処分地選定に係る
状況、理解活動の取り組みを取りまとめた。また、研究の位置づけを明らかにし、具体
的な目的と構成について示した。                                          
 第２章では、現在取り組まれている議論の場の実態、また懸念される HLW 処分地選定
の現状および問題の内容を抽出、それら内容を項目ごとに整理することで、議論の場を
構築するための要素と課題を明らかにし、HLW処分地選定の現状および問題認識に沿った




る内容を明らかにすることで、議論の場づくり、情報提供するための知見を獲得した。                                       
 第４章では、議論の場の実態を踏まえた諸問題および重要な点を考慮した要件整理、
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的な取り組みに加えて、想定しうるさまざまな議論の場を対象とした問題認識の事前把
握の有無比較検証の必要性を指摘した。                       
                                             
                                             
                                            
                                              
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                            
                                                                                     
                                             
                                                                             
 
